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（刑事法）

第2問（刑事訴訟法）


　以下の事例を読んで、設問に答えなさい。

【事例】

　キャバレーを経営するＡは、タイ国の女性 14名をホステスとして雇い入れ、その無断欠勤や遅刻を禁止しただけでなく、出勤後は無断外出を禁止するなどして、上記キャバレーに集合、待機させ、上記キャバレーがありＡが所有するビルの1階、4階および5階の個室において不特定多数の男客を相手に対償を得て性交させた。そのために、Ａは、タイ国の女性14名を自己の管理する場所に居住させ、これに売春させることを業としたという売春防止法違反の事実で逮捕、勾留された。

　タイ国の女性14名は、検察官による取調べとその供述調書（検察官面前調書）の作成が終わった当日ないしその1週間後の間に、出入国管理及び難民認定法に基づく退去強制手続によって、タイ国バンコクへ向け出国した。なお、タイ国女性はいずれも、検察官による供述録取の当時、タイ国への退去強制がすでに決定していた。

　タイ国女性がバンコクに向け出国したのち、Ａは上記売春防止法違反の事実で起訴された。

【設問】

　タイ国女性を原供述者とする検察官面前調書の証拠能力について、論じなさい。

（配点：40点）
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